
 

 

 

  主    題  （２００９～２０１０ ) 

・国際協会会長 『The  Power of  One」 「一つとなる力』 

 Kevin  Comming（Canada  ｶﾅﾀﾞ） 

・アジア地域会長『The  Power of  One」 「一つとなる力』 

スローガン 「Dreaming  Asia,  Loving  Asia」 
         「夢見るアジア、愛するアジア」 

Chon  Byung-Koo（Korea） 

・西日本区理事  『すべてのいのちを大切に』 

           「Love & Care  for All the Living Things」 
 －いのち・平和・環境－  －Life,  Peace,  Environment 

鈴木 誠也  （神戸ポートワイズメンズクラブ） 

・六甲部 部 長 『希望の
ともしび

灯 となろう』「Be  the  Light  of  Hope」 

      大田 厚三郎（神戸西クラブ）    －地域社会を励ます活動を実践しよう－ 

・西宮クラブ  会長 浅野 純一 『奉仕活動を行えることに感謝し、力を合わせて今一歩活動の輪を広げよう』 

２０１０年１月 西日本区強調ポイント“IBC・DBC”BCとの交流プログラムを企画し実施しよう！連絡の絶えてい

るＢＣとの交流を再会しワイズの輪を国の内外に広げよう！谷本秀康交流事業主任（東広島ワイズメンズクラブ） 
 
 
                           

    
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご覧ください。URL：http//www.kobeymca.or.jp 
/ys/nishinomiya/index.html 
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スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 
 

クラブ主役員 
会  長 浅野 純一 
直前会長  濵   浩一 
副会長(次) 馬場 一郎 
副 会 長 岩田 健司 
書  記 廣瀬 一雄 

書  記 岡田 佑一郎 

会  計 山本  常雄 
会  計 足立  康幸 
監   事  阪根   新 

監   事  小野 勅紘 
担当主事 三島 浩司 
六甲部代議員山口 政紀 
部メネット主査浜美智子 
区事務局員 小野 勅紘 

２０１０年１月第１例会のご案内 

日時：２０１０年１月２２日(金) １９時～２１時 

場所：西宮ＹＭＣＡ保育園３Ｆ 

ドライバー：  馬場一郎メン 、三島浩司メン 

１．開会点鐘            浅野会長 

２．ワイズソング           一同 

３．聖句朗読         

４．ゲスト紹介            浅野会長                 
． ５．ゲストスピーチ サポートプログラムの現状と課題  

お話：新田展子先生（西宮ＹＭＣＡ専任講師）と三島主事 

６．食前の感謝 

７．会食               一同 

  ８．今月の誕生日のお祝い          

９．Y’s ニュース           浅野会長 

1０．YMCA 報告            三島主事    

1１．閉会点鐘              浅野会長 

今 月 の 聖 句  
 『イエスはお答えになった。「第一の掟は、これである。

『イスラエルよ、聞け、わたしたちの神である主は、唯一

の主である。心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、

力をつくして、あなたの神である主を愛しなさい。』第二

の掟は、これである。『隣人を自分のように愛しなさい。』

こ の 二 つ に ま さ る 掟 は ほ か に な い 。 』                      

マ ル コ に よ る 福 音 書 １ ２ 章 ２ ９ ～ ３ １ 節           

清水 彬久メン 選  
１２月 例会出席状況   在籍会員数 １９名 

第１例会(１２．１９土)   第２例会（１２．４金） 

メ  ン    １５名   メ  ン   １０名 

メネット５名ゲスト１０名  メネット     ０名 

合計３０名   （出席率７８％） 合計１０名  

 ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ         

         お誕生日おめでとうございます 

１日 浜崎進一メン  廣瀬一雄メン  

５日 三島知穂メネット   １０日 濱美智子メネット      

２０日 山口政紀メン 



 

１ 

会長メッセージ  浅野純一会長 

早いもので今年もあとわずかとなりました。世間で

は不況の嵐が吹き荒れています。10年前の就職難が再

び繰り返されています。これから社会に出ようとする

若者のことを考えると暗澹たる気持ちになります。 

 昨年（2008年12月）のクリスマス例会で、クリス

マスは、ローマ帝国内で冬至に行われる「光の神の祭」

と融け込んで、12月に行われるようになったとお聞き

しました。「これからどんどんと明るくなる」という、

冬には早い時間から暗くなるヨーロッパの人々が、冬

至の日に思う気持ちをひしひしと感じました。 

  クリスマスを終えて、新しい年がやってきます。皆さ

んの身近なところに、この日本という国に、そして世界

の人々に、これから光がさして、どんどんと明るくなっ

ていくことをお祈り致します。私は深呼吸をして、遠く

を見据えて新しい年を迎えます。新年もよろしくお願い

致します。 （Thu, 24 Dec 2009 16:28:30） 

 
ドライバﾞ―  丸山メン（司会） 

濵メン（報告） 
１２月第 1 例会は

西宮クラブ恒例のク

リスマス例会で多く

のゲストの方々にも

ご参加頂き、新神戸

竹友クラブにて１２

月１９日（土）午後

３時より開催されました。 
例会に先

立ち午後１

時より学び

の時を持ち、

ワイズ用語

（ 小 野 メ

ン）、ファンド事業（山本メン）、西宮クラブの歴史（山

口メン）について３名より説明して頂きました。 
例会には

山口 徹メ

ン（神戸クラ

ブ会長）をお

招きし、ＹＭ

ＣＡとの出

会い、「神戸

いのちの電話」理事長としての経験を通じて、“Let 
it be with me, just as you say”と題し青少年問題に

ついてお話し頂きました。“Let it be with me, just 
as you 
say”とは、

聖書の言

葉で「お

言葉通り、

この身に

なります

ように」

というマリアの言葉であり、そこから学ぶものは大

きい。今までの私の人生は「神から与えられた人生」

と思うべきであって、自分の人生の目的を求めるも

のではなく、何を求められているかを考えるべきで

はないかと？すなわち使命感をもって生きることで

もあると話されました。 
引き続

き、食前感

謝のあと

ゲストを

囲んで楽

しい懇親

会の時を

持ち、お誕

生日のお祝いなどプログラムを進め、最後にクリス

マスプレゼント交換となりました。場所の時間の関

係で、最後は慌しくなりましたが、１７時半過ぎに
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閉会点鐘が鳴らされました。 
出席者は浅野、足立、岩田、小野、阪根、堤、馬場（一）、

馬場（貴）、濵、濵メネット、廣瀬、廣瀬メネット、藤

原、丸山、三島、山口、山口メネット、山本、山本メネ

ット、宮地特別メネット、ゲスト１０名（横浜つづきク

ラブ３名、神戸クラブ３名、芦屋クラブ４名）で総勢３

０名でした。 

街頭募金に参加して    浅野純一会長 

12月20日の日曜日の午後、元町の大丸前で街頭募

金を行いました。今回は国際協力募金に加えて、夏の

台風による水害の被害にあった佐用町の子どもたちを

勇気づけるために余島キャンプを行いますが、その資

金援助をお願いしました。 

 当日は大変寒い中、余島のキャンプリーダーも多数

駆けつけてくれて、44名という大変多くの人数で活動

できました。西宮クラブからは私の他、三島主事、小

野メンが参加しました。この活動では120,279円が集

まりました。募金に協力いただいた方、有り難うござ

いました。 

 なお、19日のクリスマス例会での募金、8024円はこ

の街頭募金に入れさせていただきました。この方も協力

いただいた方、有り難うございました。 

ワイズニュース   浅野純一会長   
（１）Ｙ・Ｙフォーラム 
日時：2010 年 1 月 9 日（土）午後 1 時から 6 時まで 

会場：神戸ＹＭＣＡ 三宮会館 1 階チャペル 

テーマ：「ＹＭＣＡ発！世の中を明るく元気にするプロ

ジェクト」 
内容（予定）：神戸ＹＭＣＡユース委員会プロジェクト

報告  グループ討議＆発表  ワイズメンズクラブ六

甲部活動報告  神戸ＹＭＣＡクラブ・プログラム発表 

などなど 

主催：ワイズメンズクラブ六甲部 神戸ＹＭＣＡ 

問合：神戸ＹＭＣＡ本部事務局 Tel 078-241-7201 

※なお、この日の午前中（10 時 30 分より）に

第２例会を行います。 

（２）横浜つづきワイズメン＆ウイメンズク

ラブへの訪問 

日時：2010 年 1 月 23 日（土） 時間の詳細は

未定です。 

会場：かけはし都筑2階団体交流室 

    市営地下鉄「センター南」 徒歩５分（新幹線

新横浜駅乗換え、地下鉄で所要10分） 

内容：卓話 「子どもたちの平和と非平和～国際協

力の現場から」 

    （社）日本キリスト教海外医療協力会 総主事 

大江 浩 氏 

会費： 未定 
（３）姫路クラブ60周年記念例会 
日時：2010年1月31日（日） 午後2時～午後5
時30分 
会場:ラビーナ姫路   会費：8,000円 
（４）旧西部交流会  「カニを食する会」  
日時：2010 年 2 月 6 日(土) 13:00～ （12:30 受

付）   
場所：鳥取市賀露港西浜   会費：11,000円 
（５）落語会  2 月6 日（土） 神戸ＹＭＣＡ活

動委員会より 
（６）神戸ワイズメンズクラブ 80 周年・メネ

ットクラブ 45 周年記念例会 

日時：2010 年 2 月 20 日（土） 午前 11 時 30

分～午後 3 時 

場所：クラウンプラザホテル神戸  会費：

10,000 円 

 
（俳句）   山野 直行（小野勅紘） 
新年あけましておめでとうございます 
寅ぬ狸の皮算用も、すっかり稀少種になってしまった虎 
族ですが、野生が失われることは悲しいことです。生き 
物が生きるためには他の命を頂かねばならない自然の摂 
理に感謝して我々人間もその命の糧を捧げたいものです。 
今年も小懲りもなく自然を詠んでいきたいと思います。 

・鳰鳰
にお

の濱 垣間
か い ま

む雛
ひな

は 神さぶり 
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（琵琶湖の畔、浜大津あたりは 鳰鳰

にお

（（ににおお、、かかいいつつぶぶりり））がが浜浜辺辺にに営営巣巣  

ししてて集集ううととこころろかからら、、古古くくよよりり「「ににおおのの浜浜」」とともも呼呼ばばれれててききままししたた。。 鳰鳰

にお

  

のの多多くくはは渡渡りりををししなないいでで国国内内にに留留ままるる「「留留鳥鳥」」でで、、鳩鳩位位のの小小ささなな水水鳥鳥  

でですす。。雛雛はは母母鳥鳥のの羽羽根根のの下下にに隠隠れれてて移移動動しし、、時時折折羽羽根根のの下下かからら愛愛  

ららししいい姿姿をを見見せせまますす。。そそのの様様子子はは神神ががかかりりののよよううなな神神々々ししささががあありり  

まますす。。）【注】垣間む：（羽根）の間から覗き込む。神さぶり：神々しい様。 

・伊吹山 眠りてどどう ゆくりなし 

（静かに眠る冬の伊吹は、しんしんと雪に覆われていますが、時折木の枝 

に溜まった雪が「どどう」と落ちる音が響き渡るだけである。）【注】ゆくりなし 

：突然の出来事にハッと驚くこと。 

・かもかくも 妹
いも

がり集い 年忘れ 

（２００９年４月～１０月まで毎週あるセミナーに参加した。たまたま水曜 

日であったせいか、私のグループ１０人は私以外の９人が奥様で男性は 

私１人でした。女性も９人も集まるとパワーに押されぎみでした。話題の中 

で「ジェンダー」なんて言葉が出てくると「ドキっ」としてしまいます。男社会の 

中の女性の気持ちがよく分かった１年でした。）【注】かもかくも：なんだ 

かんだいって、とにかくも。妹がり：女性ばかり。 

 
ワイズメンズクラブ国際協会西日本区 

理  事  通  信 
（１月号より抜粋加工しております） 

理事主題            

 “Love ＆ Care All Living Things” 

第１３代西日本区理事 鈴木 誠也   

1２月は，アドベントの礼拝やコンサートに教会・YMCA 関

係が１０回と、５つのワイズ・クリスマス関連例会・コンサート

に出席させていただき、聖夜漬けになりました。 

１３日(日) 和歌山クラブ６０周年記念例会 

周到な準備

の元、台湾・

韓国のＩＢＣ

から 20 名以

上のゲストを

迎え和歌山

市長からは

表彰状を授

与されるといった地域密着活動の素晴らしい記念例会で

した。素晴らしい 60 周年記念冊子も発行されました。 

９日（水）宝塚「キャロルをうたう夕べ」 

宝塚クラブが主体になっての市民参加型コンサート、

パイプオルガン、市民聖歌隊、オーケストラ、障がいを

持つ子どもたちのベル、フラダンス。最後は全員での

ハ レ ル ヤ 合唱、 心に 残る コ ン サ ー ト で し た 。

 
(写真はポップキッヅの皆さんと共に舞台に上がり

ハレルヤを歌う鈴木理事、岩田西宮ワイズ副会長) 
１２（土）・２２日(火) 賀川豊彦献身100 年事業 

賀川記念館献館式・記念式典に参加して、神戸から生

まれた社会活動家に多くを学びました。 

17 日（木）神戸市民クリスマス 

神戸市内のキリスト教会が宗派を超えてキャロリングと

礼拝を守り交流を深めました。 

19 日（土）広島YMCA クリスマス礼拝・祝会 

西中国部役員会と区大会準備作業に参加の後、全広

島YMCA とワイズ西中国部の懇親クリスマスでした。 

20 日（日）国際協力街頭募金 

神戸大丸前にて総額120279 円が与えられた。感謝！ 

 
三 島 浩 司メン（保育園園長） 

（西宮ＹＭＣＡ保育園だより１2月号より） 

１２月の主題：喜びあう 
この１年の間にスプーンやお箸が上手に使えるようにな
った。ハイハイやつかまり立ち、歩行ができるようにな
った。竹馬に乗る、鶴を折る、絵の具やはさみを使う等、
一人一人できることが随分増えたのではないでしょう
か。また、できることだけでなく、体や心もそれぞれに
大きくなりました。「けんかが多くなって･･･。」これも
見方を変えれば心や体の成長の現れの一つです。一人一
人の成長を共に喜び、この１年間の歩みの上に、神さま
が多くの恵みを与えてくださったことに心から感謝した



 

４ 

いと思います。 
イエスさまのお誕生をお祝いするクリスマスが近づいて
きました。今月は、スペインで昔から語り継がれてきた
とってもすてきな民話を紹介したいと思います。 
ある山の上に３本の木が立っていました。ある時、こ
の３本の木は、切り倒された後何にうまれかわりたい
かを話していました。 
１本目の木は、「きれいな宝物を入れる箱になりた
い！」 
２本目の木は、「大きな海を渡る船になりたい！」 
３本目の木は、「この山で、みんなが私を見て神様を
思い出すような木になりたい！」 
しばらくして、この３本の木は切り倒されてしまいま
した。そして、１本目の木は、宝箱ではなく、家畜の
餌を入れる箱に。２本目の木は、大きな海を渡る船で
はなく、小さな湖に浮かぶ小船に。３本目の木は、太
い材木にされてしまいました。３本とも自分達の夢は
叶いませんでした。 
何年か経ったある日、１本目の木は、生まれたばかり
の幼子を入れているのに気づきました。「自分は世界
で一番尊い宝物をお入れしているのだ！」また何年か
経ったある日の夜、２本目の木は、嵐の湖で何人かの
男の人を乗せていました。人々は「このまま沈んでし
まうのではないか。」と恐れていましたが、その中の
一人が立ち上がり天に向かって「静まれ！」と言うと
嵐がぴたりとやんでしまいました。「自分は天と地を
治める  王をお乗せしているのだ！」それからまた
何年か経ったある金曜日、３本目の木に一人の人の手
が釘で打ち付けられました。 
３本の木は、昔、山の上で語り合った夢のことなどす
っかり忘れていましたが、神様の大きな愛により、そ
れぞれ「世界で一番大切な宝物をお入れする箱」、「世
界で一番大切な方をお乗せする船」、「世界中の人が
神さまのことを思う木」にな 
りました。 

この３本の木の夢は、神さまの大きな愛によって形を変
えられ、新しい永遠のいのちが贈られてすばらしいもの
となりました。私たちも神さまの大きな愛と永遠のいの
ちをくださるイエスさまのお誕生、クリスマスを共にお
祝いしましょう。 

１２月聖句：神は、その独り子をお与えになったほどに、

世を愛された。 
（ヨハネによる福音書３章１６節） 

 

西宮･宝塚ＹＭＣＡリーダー会 藤田
ふじた

 朋子
ともこ

さん 

いつも西宮・宝塚YMCAリーダー会をご支援いただきあ

りがとうございます。 

１２月６日、私の所属するピーターパンでは１２月例会

が行われました。各グループで好きな道を選び、風吹岩

に登りました。私たちのグループは阪急芦屋川駅か

ら芦屋ロックガーデンを通るルートでした。メンバ

ーたちは、疲れた、と言いながらも自分たちで決め

た道を最後まで登りきりました。途中、転んで泣い

てしまった子、手をすりむいてしまった子もいまし

たが、風吹岩に到着したときのメンバーの表情は、

充実感にあふれていました。山登りが苦手なお友達

に声をかけてあげたり、待ってあげたり、４月から

の成長を感じることができ私自身も充実した１日と

なりました。 

１２月の終わりには冬のプログラムもスタートしま

す。リーダー会全員で冬のプログラムが成功するよ

うにがんばります。これからもよろしくお願いしま

す。 

 
 
 
 
 

西宮ＹＭＣＡ 三島浩司メン 

２００９年の「今年の漢字」は「新」だったそうで

す。イチロー選手の新記録樹立、鳩山新内閣発足、

新型インフルエンザ流行などが理由のようです。こ

れには「世の中が新たな一歩を踏み出した今、新し

い時代に期待したい。」との思いが込められている

ということです。裏を返せば、「今の時代はＮＯ！」

と言うことではないでしょうか。このことのひとつ

の表れとして、１９９８年以来２００８年までの１

１年間、年間自殺者数が３万人を越えています。未

遂を含めると･･･。新しい年が、すべての人が「夢」

と「希望」を持って生きてゆける年となることを心

から祈りたいと思います。 

 

１．財団法人第4回理事会、第3回評議員会開催 

11 月 27 日、財団法人の理事会・評議員会が開催さ

れました。上半期の報告の後、主な協議内容は公益

財団法人認定後の定款細則や諸規程についての決議

で、定款に定めることのできない内規的な内容につ

いて細則に定めるものです。また、日本YMCA同盟の

同盟規則改定についての意見聴取もなされ、このご

意見は同盟事務局に送付されました。新年度予算に

ついては作業未了として次回理事会に送られました

が、厳しい社会情勢及び神戸YMCAの状況についての

ご意見を承りました。 

 

２．Yes!キャンペーン、開催 

11 月 28 日、ミッション委員会が担当するＹＭＣＡ
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セミナーとして、核兵器廃絶に「Yes!」と言う「Yes!

キャンペーン in 神戸」が神戸栄光教会を会場とし、約

200名の参加者を得て開催されました。プログラムは原

爆の被爆者の方の証言で生々しい体験を伺い、また子ど

もたちによる平和創作劇「I PRAY」で感動的な劇、踊り、

歌を鑑賞しました。その後、広島平和文化センター理事

長のスティーブン・リーパーさんの講演で、2010 年の

NPT（核不拡散条約）再検討会議を間近に控えた今こそ、

平和文化を作り出すチャンスであることの学びと訴え

を伺いました。現在、核兵器廃絶への道筋を示した「ヒ

ロシマ・ナガサキ議定書」の採択に向けて、各市町の首

長のサインを集める市民運動が全国で続けられていま

すが、神戸ＹＭＣＡもまたこの運動に賛同し、協力する

ことができました。今回、市役所を訪問し、市長のサイ

ンを頂けた市は、神戸、芦屋、姫路、三田、篠山、丹波、

淡路、洲本、南あわじ、小野、西脇（以上、20 訪問中

11市）で、既にサイン済みを含めて、兵庫県下では22

市町がサインを下さっています。本部事務局の中村和光

主事及び大塚章信常議員、下村俊子理事その他の皆様に

尽力いただきました。心から感謝いたします。 

 

３．クリスマス行事が各地で盛大に開催 
ＹＭＣＡの内外でクリスマス行事が行われました。12

月5日には西宮・宝塚ＹＭＣＡ少年少女クリスマス会が

行われ、80 名余りの子どもたちと共に、歌やゲームな

どを楽しみ、イエス様の誕生をお祝いしました。12月7

日からの週には、学校法人、社会福祉法人の各園で子ど

もたちのクリスマス礼拝と祝会がそれぞれに持たれ、年

長児が降誕の聖劇を演じ、素晴らしいクリスマスでした。

毎年のことですが、子どもたちの一生懸命の演技には心

打たれます。また、それぞれのブランチ、センターでも

子どもたちのクリスマスの集会が持たれ、楽しく有意義

な時となりました。 

宝塚では、12 月 11 日に宝塚ベガホールにおいて、宝

塚ワイズメンズクラブの皆様が中心となって市民クリ

スマスが開催されましたし、17 日には 51 回目を数え

る神戸市民クリスマスが神戸栄光教会を会場として行

なわれました。大変寒い日となりましたが、北野、元

町の二つのコースでキャロリングが行われ、多くの方

が参加されました。神戸栄光教会では、おいしいケー

キと温かい飲み物を用意していただき、また礼拝でも

子どもたちの祈りを聞くことができ、心も温まるクリ

スマスでした。 

12月21日には、神戸ＹＭＣＡ３法人合同の役員クリス

マスが行われ、神戸聖愛教会の小栗献牧師がご奉仕くだ

さいました。また、それに先立つ祈祷会では、新年度の

年間聖句が選考され、2010年度の神戸ＹＭＣＡ年間

聖句として、旧約聖書詩篇27章14節「主を待ち望

め 雄々しくあれ、心を強くせよ。」（下村俊子理

事推薦）が選ばれました。とかく意気消沈してしま

いそうな世相にあって、私たちは神様の助けを得て、

力強く一年を歩んでいきたいものです。 

 

４．街頭募金、多くのボランティアが結集 

12 月 20 日午後、神戸元町の大丸前において、国際

協力募金のための街頭募金活動が行われました。国

際活動委員会の呼びかけで、ワイズメンズクラブや

余島リーダー会、国際ボランティアの皆さん、また

留学生も加わり、ボランティアが44名も集り募金活

動ができました。大変寒い一日で、皆さんは凍えそ

うな寒風が吹く中を大きな声を出して呼びかけてく

ださいました。国際協力募金という、ちょっとイン

パクトに弱い呼びかけでしたが、26日から始まる佐

用町の被災児童のためのキャンプへの支援も呼びか

けて、多くの通行の方々が協力してくださいました。

成果は120,279 円の募金が集められました。ご奉仕

いただいた皆様にも感謝申し上げます。 

尚、佐用町の被災児童65名を招待しての余島クリス

マスキャンプは12月26日から28日に開催されまし

た。詳細はまた改めてご報告いたします。 

 

５．賀川豊彦献身100周年記念式典挙行、賀川記念館竣工 

今年は賀川豊彦という神戸が生んだ偉人が新川（生

田川）の貧民窟に移住し献身を始めて100年になる

ことを記念し、様々な行事が行われています。記念

行事の一環として、建物の再建工事が行われていま

した賀川記念館が、この度、工事を終了してお披露

目の会が12月12日に行われました。場所は以前の

賀川記念館の場所で、国道2号線の生田川を少し東

が行った所にあります。ここにイエス団本部やイエ

ス団教会及び友愛幼児園が建設され、また新たに賀

川記念館ミュージアム、総合研究所の機能も備えら

れます。イエス団には神戸ＹＭＣＡの旧職員の方も

数名おられますし、今井鎮雄顧問や山口政紀常議員、

また水野総主事を含めて数名のスタッフが関わって

いますので、大変親しい関係の団体でもあり、今後

も交流が続けられていきます。 

12 月 22 日には、賀川献身100 年記念式典として、

著名な日野原重明さん（聖路加国際病院理事長）の

講演、日野原さん・今井顧問・野尻武敏さん（コー

プこうべ理事長）による鼎談が、ポートピアホール

で開催されました。大変多くの出席者があり、賀川
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豊彦の功績と継承について多くの学びがありました。尚、

来年の3月22日まで神戸文学館において、「賀川豊彦

の文学」をテーマに特別展示が行われていますのでご覧

ください。 

 

６．人事異動 

＜退職＞杉浦宏季さん（主事職 三宮ブランチ）が 12

月末をもって退職されます。 

＜定年＞藤井とも子さん（事務職 本部事務局）が 12

月末をもって定年を迎えられます。藤井さんは今井鎮雄

顧問が総主事時代からの総主事秘書で、途中、国際文化

センターや事業部でのお働きなどを経て、今も今井顧問

や水野総主事の秘書を務めていただいております。

1月1日からは嘱託職員として事務を担ってくださいます。 

 

７．今後の予定 
１）新年職員礼拝 

新しい年を迎え、職員は礼拝をもって一年をスタ
ートします。「Staff of the Year 2009」の表彰
も行いますので、ご一緒くだされば幸いです。 

日 時：１月 ４日（月）9:00～10:00 

場 所：神戸YMCAチャペル 

２）新春YYフォーラム 
ワイズメンズクラブと共催で、新春の懇談の時を
持ちます。今回はユース委員会の若い委員の方々
が企画してくださいましたので、是非ご出席くだ
さい。 

日 時：１月 ９日（土）13:00～18:00 

場 所：神戸YMCAチャペル他 

テーマ：「YMCA発！世の中が明るく元気になるプ

ロジェクト！」 

３）第5回財団法人理事会 

日 時：１月２０日（水）18:30～20:30 

場 所：神戸YMCA ４F サイコー亭 

 

2010年2月は維持会員増強月間！！ 

今年度も維持会員を多く獲得したいと以下のように

強化月間を設定しました。是非、イベントに知人、

友人の方々をお誘いくださり、お勧めください。 

 

Yサポーター・ウエルカム・キャンペーン 

～維持会員募集月間～ 

１．維持会員のつどい「落語の会～笑う門には福来たる～」 

昨年も行いました落語会を今年も開催します。お友

だちをお誘いください。 

日 時：２月 ６日（土）13:30～15:30 

場 所：神戸ＹＭＣＡチャペル 

出 演：林家染左さん・笑福亭由瓶さん 

会 費：無料 

＊事前にお申込ください。 

２．第２４回午餐会 

日 時：２月１３日（土）12:00～14:30 

場 所：神戸YMCA ４F サイコー亭 

テーマ：「安心できる相続準備 

～遺言状よもやま話～」 

講 師：田中久喜さん（みずほ信託銀行神戸支店ﾌﾟﾗｲ

ﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ室上席室長） 

会 費：3,000円 

 

楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチー

ムLOVE代表ひがしの ようこさん 

音を重ねる日々は心を重ねる日々に 
－ 4６ 今月もお休み 濵 浩一メ

ン 
 

 
小野勅紘西日本区理事事務局スタッフ 

西宮クラブの皆様、新年あけましておめ 

でとうございます。 

皆様のご支援を頂き、０９－１０年度西日本区

の活動も前半戦が無事終了し、いよいよ後半戦に

入りました。今期から次期にかけてはいつになく

濃厚な時期を迎えます。来る６月には「いのち・

平和・環境」を守る活動の今期の集大成として広

島で第１３回西日本区大会が開催され、引き続き

８月には広島からの平和の祈りを載せて、横浜で

２２年ぶりの国際大会が開催されるからです。 

今までと違い、理事ポジションは六甲部、会場

は西中国部の広島という地の不利を抱えての開

催ですが、広島の皆様の献身的なご努力で今まで

順調に進んでおります。１月には皆様の元にご案
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内が到着する予定になっております。今期はこのよ

うな重要なイベントを抱えながら、果たすべきミッ

ションは今や世界が抱える大変重要な課題です。費

用が掛かるからと言って、また予定が付かないから

といって回避するのはせっかくの何十年に一度の機

会を失ってしまいます。 

何としても時間の都合をつけて、また効率的なパ

ックツアーなどを企画して参加いただきたいと思い

ます。幸いにも広島での西日本区大会では、いつも

は２日掛かりであったスケジュールを１日でこなす

工夫もしていただいております。費用と時間をうま

く繰り合わせてご参加いただきたいと思います。

（２２年前に京都国際大会では今までの最多の２２

００人以上を集めております）  

各クラブでは既にパックツアーの工夫や費用の積

み立てなどが開始されております。 

加えまして西日本区大会から国際大会へ持ち込まれ

る平和の実現のために、千羽鶴を折っていただき、

広島から横浜の会場へ折鶴のお神輿に載せて入場す

るパフォーマンスも計画されております。１クラブ

１０００羽がノルマになっておりますので併せてご

協力お願いいたします。この件は、既に芦屋クラブ

のクリスマス祝会において濵美智子メネット主査か

らもお願いがありました。 

さて折り返し点の１月と３月には恒例の次期役員

研修会、次期会長・主査研修会が始まります。次期

の活動の準備が既に始まっております。これも皆様

には予定になっておられる方には、よろしくお願い

いたします。 

 

芦屋クラブクリスマス祝会において千羽鶴のお願い 

をする濵美智子メネット主査（１２．２３） 

トピックス・とぴっくす２１ 
        廣瀬 一雄メン 

 小生は現在動物行政の仕事に携わっており

ますが、環境省が平成１９年３月に発行した“動物

の保護及び管理に関する法律のあらまし”という小

冊子から前回までの「動物の保護及び管理に関する
法律」とは、に続いて紹介しましょう。 
Ⅰ 虐待の禁止 
 動物虐待＝動物を不必要に苦しめる行為 
 動物虐待とは、動物を不必要に苦しめる行為のこ

とをいい、正当な理由なく動物を殺したり傷つけた

りする積極的な行為だけでなく、必要な世話を怠っ

たりケガや病気の治療をせずに放置したり、十分な

餌や水を与えないなど、いわゆるネグレクトと呼ば

れる行為も含まれます。 
 他者をいたわる心は人の自然な感情であり、心豊

かな社会を築くために大切な倫理といえます。弱い

立場である動物に配慮することは、他者に共感し、

相手を思いやる心を育てます。動物虐待は、他者の

苦痛をかえりみない非人道的な行為であり、その様

子を見聞する人の心も傷つけます。また、近年では

年少者による動物虐待が本人の人格形成を損なわ

せ、結果として人への犯罪的虐待行為につながる場

合があることも指摘されています。 
 なお、食用にしたり、治る見込みのない病気やけ

がで動物がひどく苦しんでいるときなど、正当な理

由で動物を殺すことは虐待ではありませんが、その

場合でも、できる限り苦痛を与えない方法をとらな

ければなりません。 
編集後記 ブリテン委員長 廣瀬 一雄  

いよいよ２０１０年となりました。今年もいろい

ろと行事が予定されていますが行事に追われない

ようにしたいものです。 

１２月のクリスマス例会に参加できなかった皆

さん、体調が思わしくないメン、これから再手術を

控えているメン、それぞれにお身体お大切に・・ 

 

 

 

 


